
私
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
は
じ
め
に 

 

平
成
十
六
年
十
月
三
十
日
、

米
寿
記
念
「
浅
沼
強
先
生
を
囲
む
集
い
」
が
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
内
燃
機
関
、

流
れ
の
可
視
化
、
レ
ー
ザ
計
測
に
関
係
し
た
百

人
余
の
皆
さ
ん
が
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
。
同
時

に
「
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
と
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
の
時
代
に
生
き
て
」
と
題
す
るC

D

（
１
）

が
出

版
さ
れ
た
。
こ
のC

D

は
印
刷
す
る
と
百
科
事

典
２
冊
ほ
ど
の
分
量
が
あ
り
、
副
題
＝
浅
沼
強

先
生
に
始
ま
り
谷
田
好
通
先
生
ま
で
の
系
譜

と
思
い
出
＝
が
示
す
よ
う
に
、
群
馬
大
学
、
東

京
大
学
宇
宙
航
空
研
究
所
と
東
海
大
学
等
で

教
授
を
勤
め
た
浅
沼
先
生
及
び
谷
田
先
生
の

自
分
史
と
内
外
の
関
係
者
が
思
い
出
を
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
の
戦
中
・
戦
後
、
戦

争
は
過
去
と
し
た
平
成
の
現
在
を
通
じ
た
エ

ン
ジ
ン
の
技
術
革
新
の
歴
史
、
そ
れ
を
支
え
た

技
術
者
・
研
究
者
の
努
力
、
ま
た
私
的
な
苦
し

み
と
喜
び
の
話
題
に
大
変
興
味
深
い
も
の
が

あ
り
、
読
み
通
す
に
は
一
週
間
が
必
要
で
あ
る
。 

浅
沼
先
生
の
改
革 

 

先
生
の
特
徴
を
一

言
で
い
え
ば
「
ス
マ
ー
ト
さ
」
に
あ
る
。
出
る

所
、
引
く
所
が
鮮
や
か
で
、
威
張
ら
ず
高
ぶ
ら

ず
、
学
生
や
後
輩
の
面
倒
に
は
骨
身
を
惜
し
ま

な
い
。
こ
の
よ
う
な
先
生
を
敬
愛
す
る
技
術
者
、

研
究
者
が
集
ま
っ
た
結
果
、
前
述
の
三
つ
の
学

問
分
野
が
発
展
し
、
革
新
さ
れ
、
各
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
（
２
）
―
（
５
）

に
集
大
成
さ
れ
た
。
エ
ン
ジ

ン
関
連
分
野
で
の
技
術
革
新
で
は
、
給
排
気
管

効
果
の
解
明
、
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
弁
・
層
流

型
流
量
計
・
タ
ン
デ
ム
熱
線
流
速
計
な
ど
の
開

発
、
粘
性
流
れ
の
数
値
解
析
、
レ
ー
ザ
流
速
計

の
実
用
化
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、

研
究
会
と
講
演
会
の
立
ち
上
げ
で
あ
る
。
当
時

の
機
械
試
験
所
と
関
東
地
区
の
大
学
教
員
、
会

社
の
研
究
者
を
集
め
た
熱
工
学
研
究
会
（
６
）

は

一
九
六
七
年
に
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で

二
五
四
回
継
続
し
、
こ
の
中
か
ら
多
く
の
研
究

者
が
育
っ
た
（
写
真
参
照
）
。
流
れ
の
可
視
化

の
国
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
九
七
三
年
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
九
七
七
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
東
大
生
研
の
平
尾
収
先
生
が
代
表
の
文

部
省
特
定
研
究
「
自
動
車
排
気
浄
化
」
は
一
九

七
五
年
か
ら
の
準
備
に
一
年
置
い
て
、
三
年
間

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
日
本
中
の
エ
ン
ジ

ン
関
連
研
究
者
が
一
同
に
会
し
た
大
イ
ベ
ン

ト
、
大
変
革
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
参
加
し
た
レ

ー
ザ
応
用
に
関
連
し
た
研
究
者
を
集
め
、
意
思

疎
通
を
図
る
計
画
が
部
門
長
で
あ
っ
た
横
浜

国
大
の
小
栗
達
教
授
か
ら
提
案
さ
れ
、
浅
沼
主

査
の
下
に
日
本
機
械
学
会
の
「
内
燃
機
関
に
お

け
る
レ
ー
ザ
計
測
」
研
究
会
が
一
九
七
六
年
に

発
足
し
た
。
同
一
組
織
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

た
国
際
委
員
会
が
燃
料
協
会
（
現
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
）
に
作
ら
れ
、
一
九
八
三
年
にI

E
A

（
国

際
エ
ネ
ル
ギ
機
関
）/

C
E
R
T

（
エ
ネ
ル
ギ
の
有

効
利
用
委
員
会
）
の
研
究
会
に
正
式
加
入
し
，

現
在
に
至
っ
て
い
る
．
先
生
が
内
燃
機
関
部
門

長
だ
っ
た
一
九
七
九
年
、
日
本
機
械
学
会-

自

動
車
技
術
会
の
内
燃
機
関
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
第
１
回
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、I

E
A

の

「
燃
焼
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
と
排
出
物
低

減
」
の
課
題
担
当
者
会
議
の
東
京
開
催
を
機
会

に
、
第
１
回C

O
M
O
D
I
A

は
一
九
八
五
年
に
開
催

さ
れ
、
エ
ン
ジ
ン
研
究
の
世
界
の
中
心
が
日
本

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
現
在
に
続
い
て
い
る
。 

私
の
革
新 

 

旧
小
保
方
村
の
農
家
の
長

男
に
生
ま
れ
た
筆
者
が
、
日
本
の
農
業
の
機
械

化
と
バ
イ
ク
の
黎
明
期
に
育
ち
、
さ
ら
に
、
な

ぜ
エ
ン
ジ
ン
の
レ
ー
ザ
計
測
を
専
門
と
し
、
現

在
は
群
馬
大
学
教
授
を
勤
め
て
い
る
か
の
経

過
は
、
別
に
面
白
く
も
な
い
が
前
記
のC

D

に

「
流
れ
の
ま
ま
に
」
と
題
し
て
記
述
し
て
あ
る
。

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
、
浅
沼
研

究
室
の
技
官
・
助
手
と
し
て
勤
務
し
、
上
記
の

各
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
は
裏
方
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
た
こ
と
が
「
私
の
革
新
」
そ
の
も
の
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
い
．
一
つ
だ
け
、
計
測
に
革
命

を
も
た
ら
し
た
レ
ー
ザ
ー
と
の
遭
遇
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。
一
九
七
三
年
、
「
レ
ー
ザ
流

速
計
（L

D
V

）
を
使
え
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
の

お
話
が
浅
沼
先
生
か
ら
あ
っ
た
。
世
界
に
先
が

け
て
マ
ス
キ
ー
法
を
達
成
し
た
本
田
技
研
の

C
V
C
C

エ
ン
ジ
ン
の
開
発
直
後
で
あ
り
、「
ト
ー

チ
噴
流
速
度
を
特
許
と
し
て
抑
え
た
い
」
の
が

開
発
責
任
者
の
八
木
静
夫
氏
か
ら
の
依
頼
で

あ
る
。
八
木
先
輩
は
群
馬
大
学
で
の
浅
沼
研
究

室
の
第
１
回
卒
業
生
で
あ
る
。
発
売
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
当
時
七
〇
〇
万
円
程
度
の
英
国
製
の

L
D
V

を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発
火
運

転
中
の
ト
ー
チ
噴
流
を
実
時
間
計
測
す
る
に

はL
D
V

し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く

実
験
を
始
め
て
は
み
た
も
の
の
ま
と
も
な
デ

ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
た
な
く
、
流
速
の

予
想
さ
れ
た
水
旋
回
流
の
減
衰
特
性
を
計
測

し
た
。
こ
れ
はL

D
V

の
特
性
を
知
る
上
で
大
変

有
効
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
田
技
研
の
担
当

者
で
あ
っ
た
田
中
敦
氏
か
ら
は
「
困
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
」
と
後
で
聞
い
た
。
「
エ
ン
ジ
ン
の

中
を
知
り
た
い
の
に
、
水
の
実
験
を
続
け
て
い

る
小
保
方
は
何
と
い
う
神
経
か
？
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
念
願
の
発
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火
運
転
中
の
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
室
内
流
速
測
定

に
成
功
し
た
の
は
一
九
七
六
年
に
な
っ
た
（
図

参
照
）。C

V
C
C

エ
ン
ジ
ン
の
改
良
に
は
役
立
た

な
か
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
のS

A
E

年
次
大
会

で
報
告
し
（
７
）
、
エ
ン
ジ
ン
内
で
の
初
め
て
の

実
測
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
延
長
上
で
一

九
八
四
年
度
の
日
本
機
械
学
会
論
文
賞
（
８
）

に

結
実
し
た
。
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
私
に
と
っ
て

の
最
大
の
革
新
で
あ
っ
た
。 

ま
と
め 

 

研
究
以
外
の
分
野
の
革
新
に

つ
い
て
も
少
し
だ
け
紹
介
す
る
。
群
馬
大
学
工

学
部
の
教
務
委
員
長
で
あ
っ
た
一
九
九
九
年
、

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
（J

A
B
E
E

）
の
動

き
に
合
わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
し
対

応
可
能
と
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
、J

A
B
E
E

の

審
査
員
・
審
査
長
を
毎
年
務
め
、
各
大
学
の
改

革
に
も
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
，
群
馬
大
学
地

域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
レ
ー
ザ
応
用
計
測

コ
ー
ス
、
現
在
はN

P
O

法
人
北
関
東
産
官
学
研

究
会
を
通
し
た
地
域
貢
献
に
協
力
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
研
究
と
同
等
以
上
に
学
生
教
育
と

社
会
貢
献
が
重
要
と
な
っ
た
大
学
教
員
の
役

割
変
更
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。 

私
の
変
革
に
は
、
多
く
の
指
導
者
、
特
に
浅

沼
先
生
と
の
出
会
い
、
さ
ら
に
レ
ー
ザ
ー
と
の

遭
遇
が
契
機
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
万
人
に
も
同

様
で
、
出
会
い
と
チ
ャ
ン
ス
は
誰
に
も
あ
る
も

の
と
思
う
。
「
出
会
い
を
大
切
に
」
、
「
変
革
な

く
し
て
進
歩
な
し
」
、
言
い
な
ら
さ
れ
た
言
葉

で
あ
る
が
、
つ
た
な
い
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
私
の
結
論
で
あ
る
。 
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械
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械
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燃
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副室付きエンジン（ε＝4.7）     トーチ噴流の測定例（n=500rpm）
連絡孔を通る準静的な速度（Us）に対し、燃焼による噴流（Un）とその
逆流が重畳している 


